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194年東南海地震の地変，震害および発生について
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表2 津波の高さ，走時および地変量 (文献3)4) 14) 15) 16)) 
[津切手さ存分F時(叶地 名地 名 |津閉さ走時同+)(m) (分) 沈降量(ー 〉(C1n) 
下 田 2.5 30 錦 6-7 -30 
内 浦 1.2巻 15 吉 津 6.5 15 -50，-60 
清 水 2 -50 島 津 6 15 -30，-80 
相 良 2 +30 長 島 3-4 -37.5 
御 前 崎 2 5，30 +15 尾 鷲 5-10 20 -20， -30 
西 浦 0.5* 60 -30 九 鬼 7 -30，-50 
福 江 0.5* 30 -30 新 鹿 6 5，15 30 
師 崎 0.9来 30 -20 新 宮 3 15，30 -30 
桑 名 0.5場 120 -30 天 満 5 10，15 
津 1.0 40 -30 勝 浦 4 14 -30，-45 
松 阪 1来 30 -33，一70 下 里 4 10 
大 湊 2 20 -30 那 知 3.8 14 
鳥 羽 1.5 20 -30 湯 1 3 -20，-30 












































































































































0.5~ 2.0m， 駿河湾沿岸で 0.5~2m， 志摩半島沿岸で
2~3m. 熊野灘沿岸で5~6m. 潮岬付近で 2m程度とな
っている.
乙の地域に発生した過去の大地震では津波の高さの最
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が 5~6級のものが 3 回ある.これらの地震は規模は小
さいが局所的に被害の出るものとして注目される.ω伊
賀・伊勢・近江地方に発生する地震が6回ある.乙れら














(~7.9) ， 1586年 (~7.9) ， 1686年 C~7.0)， 1891年(~
8.4) ， 1894年 (~7.4) ， 1948年 (~7.3) ， 1961年(~
1944年東南海地震の地変，震害および、発生について 93 
7.0)等となる.阿寺断層系に属すると思われる地震に






る大地震は684年 (M8.4)， 887年 (M8.6)，922年 (M
7.0) ， 1096年 (M8.4)， 1099年 (M8.4)， 1360年 (M
7.0) ， 1361年 (M8.4)， 1403年 (M7.0)，1408年 (M
7.0) ， 1498年 (M8.6)， 1520年 (M7.0)，1605年 (M
7.9) ， 1686年 (M7.0)， 1707年 (M8.4)， 1707年(M
8.4) ， 1854年 (M8.4)， 1854年 (M8.4)，1944年 (M
8.0)， 1946年 (M8.1)等である.これらのうちM7.0の
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